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第 例会定回５ 【 9月３日～1１日 】

第 時会臨回４ 【 ７月２日 】

令和７年度特別会計決算

令和７年度一般会計決算
　

令
和
８
年
第
５
回
片
品
村
議
会
定
例
会
が
、

９
月
３
日
〜　

日
ま
で
の
９
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

 

「
令
和
７
年
度
一
般
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計
、
３
特
別
会
計
及

び
２
事
業
会
計
の
決
算
認
定
」
「
令
和
８
年
度

一
般
会
計
、
３
特
別
会
計
及
び
２
事
業
会
計
の

補
正
予
算
」「
条
例
の
一
部
改
正
」「
財
政
の
健

全
化
判
断
比
率
等
の
報
告
」「
片
品
村
振
興
公
社

の
経
営
状
況
の
報
告
」 「
財
産
の
取
得
」 

等
が
提

案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

国民健康保険

介　護　保　険

後期高齢者医療

    合　　計

歳入決算額
歳出決算額
繰越明許費繰越額
実質収支額

　令和８年第４回片品村議会臨時会を開催しました。執行部から
「工事請負契約の締結」が提案され、原案どおり可決しました。

３７億５,６８８万２千円

４２億９,９７１万９千円

基金へ繰入
令和８年度予算へ繰越

内　訳
２億３，０００万円

２億２,０６７万３千円

（前年度比３億3,200万 9千円減   ）

（前年度比6億 9,599万円増   ）

年度末村債（借入金）現在高

年度末基金（預金）残高

５０億７,６７７万４千円
４６億１，６７５万８千円

      ９３４万３千円
４億５,０６７万３千円

会 計 名 歳入決算額
実質収支額の内訳

基金繰入金 令和8年度へ繰越
実質収支額

(うち、一般会計から繰入)

6億90万9千円

6億8,505万7千円

8,611万6千円

13億7,209万2千円

2,603万 1千円 

5,918万 4千円 

287万 3千円 

8,808万 8千円 

歳出決算額

5億7,487万8千円

6億2,587万3千円

8,324万3千円

12億8,399万4千円

1,400万円

3,000万円

0

4,400万円

1,203万1千円

2,918万4千円 

287万3千円 

4,408万8千円

(3,555万9千円）

（9,652万1千円）

（2,711万1千円）

（1億5,919万1千円）

※千円未満を四捨五入したことにより、集計した際に誤差が出る場合があります。

※千円未満を四捨五入（基金残高は切り捨て）しています。

【令和８年第４回臨時会（7月２日開催）】

○契 約 の 目 的　 片品中学校体育館屋根改修工事
○契 約 の 方 法　 指名競争入札
○契  約  金  額　 78,100,000円
○契約の相手方　 群馬県沼田市西倉内町593番地
                 　     沼田土建　株式会社
　　　　　　　　  取締役社長　青柳　剛
○工　　　　期　 契約の日から令和8年12月18日まで

工
事
請
負
契
約
の
締
結
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借入金・預金の残高

国民健康保険

簡易水道事業

介　護　保　険

下 水 道 事 業

   合　　 計

０円

１億６,８０３万１千円

０円

４億５,７４１万１千円

６億２,５４４万２千円

1億 1,981万円

2億 6,481万 5千円

1億 1,772万 4千円

2億 1,397万 1千円

1,131万 5千円

4,026万 4千円

1,508万 9千円

6,455万 9千円

１億５，１０５万６千円

４,６７０万円

２億７９４万２千円

０円

４億５６９万８千円

年度末村債他（借入金）現在高

※千円未満を四捨五入したことにより、集計した際に誤差が出る場合があります。

令和７年度事業会計決算

簡易水道事業

下  水  道  事  業

会 計 名 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

※村債他現在高は千円未満を四捨五入、基金現在高は千円未満切り捨て。

会 計 名 年度末基金（預金）現在高

員委査 見意審監 査の

チェック
します

　令和７年度の村債は、２億４００万円であ
る。県営牛の平地区水利施設保全高度化事業、
桐ノ木橋橋梁長寿命化工事、村道の舗装維持
修繕工事などのハード事業の他、スクールバ
ス管理運営などのソフト事業にも充当されて
いる。

　村税の収納率は８３．９％であり、前年度
より１．４ポイントの減となり、収入未済額
は１億３，７８２万３，３８１円で、前年度
より３６０万６，６５８円の減となっている。
収入未済額については、固定資産税が多くを
占めていて、今後も引き続き早期の滞納整理
など適切な処理が必要である。

　地方交付税は２３億７，３６３万円で、前
年度より４，５６９万１千円の増収となって
おり、歳入総額の４６．８％を占めている。

　国民健康保険税の収納率は８１．７％で、前
年度より０．３ポイント低くなっている。療
養諸費に対する１人あたりの保険者負担分は
２６万８，６６９円（年間）で、前年度より
６，８５８円減少している。被保険者の高齢
化や医療の高度化、医薬品の高額化等による
医療費の増大など、非常に厳しい運営が予想
される。

・簡易水道事業については今後も持続可能な
水道運営を目指し、計画的な施設更新、効率
的な維持管理に努めていただきたい。

　介護保険については、高齢化がさらに進む
中、引き続き高齢者に対する介護の問題が大
きな課題となっているが、高齢者が住み慣れ
た地域で自分らしく人生を全うできるよう介
護サービスの充実に努力していただきたい。

・下水需要の動向を見据えながら、住民の生
活環境の向上や村の自然環境保全、河川の水
質保全の立場から下水道事業区域外の整備計
画も同時に進め、村全体の整備が進むことを
望む。

　後期高齢者医療の令和８年３月末現在の被

保険者は９３０人であるが、引き続き迅速か

つ適正な各種医療給付の実施に務めていただ

きたい。

　一般会計及び特別会計の決算は正しく、証
拠書類も良く整理され、会計経理は適正であ
る。地方分権と行財政改革、人口減少及び少
子高齢化への対応や住民福祉の拡充など様々
な行政問題が山積する中であるが、住民のニ
ーズをできるだけ速やかに把握するとともに、
計画的、かつ、効率的な行財政の運営と安定
した事業計画の立案に心掛け、住民福祉の向
上や明るく活気ある村づくりのための施策を
望むものである。

村
　
債

村
　
税

総
　
　
　
括

国
民
健
康
保
険

介
護
保
険

簡
易
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業

後
期
高
齢
者
医
療

地
方
交
付
税

▲
▲

▲
▲

▲
▲

　簡易水道事業及び下水道事業は、保有資産
の価値や事業の経営状況を的確に把握するた
め、地方公営企業法の一部（財務規定等）を
適用し、複式簿記・発生主義の公営企業会計
に移行し、2年目となった。

▲
▲
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令和７年度 片品村振興公社㈱ の経営状況の報告

花の駅・片品「花咲の湯」

▲

寄居山温泉「ほっこりの湯」

▲

道の駅・尾瀬かたしな

▲

公社の総売上　　  　　　 ６億７,３５５万 ８千円　
公社税引前の当期利益額　　　１,０９１万 ８千円
公社税引後の当期利益額　　　   ５２７万 ５千円

入館者数　  103,476人（前年度114,937人）

（村外利用者  79,721 人、77.0%）

売上代金　　　　    ＋1億 4,594万 4千円

仕入代金　　　　　　      －3,652万 3千円

販売管理費 　         －1億 3,265万 9千円

営業外損益　　　　　　 　   ＋10万 1千円

税引前の当期損失額　　  ▲2,313万 7千円

入館者数　  33,639 人（前年度32,503人）

（村外利用者21,458 人、63.8%）

売上代金　　　　 　　 ＋1,568万 2千円

仕入代金　　　　　       　　 －136万円

販売管理費 　            －1,164万 5千円

営業外損益　　　　    　　  　　 ＋8千円

税引前の当期利益額　 　　268万 5千円

利用者数　  203,785人（前年度197,675人）

売上代金　　　　    　＋2億 791万 9千円

仕入代金　　  　     　　－7,915万 4千円

販売管理費 　         －1億 1,091万 1千円

営業外損益　　　　     　    　　　＋9千円

税引前の当期利益額　 　　  1,786 万 2千円

アウトドア事業所 ほたか牧場キャンプ場
オグナほたかスキー場（ （

▲

利用者数　  73,994 人（前年度72,741人）

売上代金　　　　    ＋3億401万 3千円
仕入代金　　  　     　－2,252万 5千円
販売管理費 　      －2億7,852万 9千円
営業外損益　　　　    ＋1,036万 7千円
特別損益　　　　　　　　 ＋18万 2千円
税引前の当期利益額  　  1,350 万 7千円

※千円未満を四捨五入してありますので、集計した際に誤差が出る場合があります。

財政の健全化判断比率の報告

片品村の公営企業の資金不足比率

実質公債費比率

実質赤字比率

特別会計の名称

簡易水道事業会計

下水道事業等特別会計

資金不足なし

資金不足なし

ー

ー

資金不足比率 備　　考

令和７年度 ー（赤字0）

15.00 20.00 25.0 350.0

ー（赤字 0） 5.6 ー

早期健全化基準

連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

（単位：％）

＊片品村のそれぞれの

比率については早期健

全化基準に該当せず、

大変良好な比率となっ

ています。

ワンポイント解説
* 数値は小さいほどより健全です。

＊資金不足が無い場合は「ー」表示、20％以上は経営健全化計画を定めなければ
  なりません。

村税や交付税などの収入に対して、借金返済額がどの程度の割合になるかを
示す指標です。

資金不足比率
ワンポイント解説 資金不足による経営状況の悪化の度合いを示す指標です。

▲
▲

事業概要
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☆片品村地域公共交通活性化協議会設置条例
　地域公共交通活性化を進めるための協議会を設置したいため、協議会
の設置条例の制定

☆地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に
関する条例
　地方自治法の一部を改正する法律の公布に伴い、同法を引用する村の
関係条例において所要の改正を行うため、条例の制定をお願いするもの 

（単位：千円）

（単位：千円）

令和８年度９月補正

主な一般会計補正

歳　　　入

環境性能割交付金

地方特例交付金

地方交付税

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

繰入金

繰越金

諸収入

村　債

合　　計

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

合　　計

歳　　　出

会　計　名 歳入歳出補正前 補　正　額 補　正　後

▲７,９９９

１３,６６３

５７,６４５

２２８

７１,９９８

１,５３９

７,０４６

５０,３９８

１７０,６７３

１０２,２１１

３５,５００

５０２,９０２

４１７

２４３,９７９

３０,９０３

３１,８７６

１５,０２８

１４４,４５１

３２,２０７

１,０３３

３,００８

５０２,９０２

４,３３９，４００

６５７,９７３

６８７,８４９

９２，９８９

５０２，９０２

６,５６２

３８,２１９

４５８

４，８４２，３０２

６６４,５３５

７２６,０６８

９３,４４７

２７，３３０

７，２８０

１６１，５４６

２５６，６００

１８８，８７６

２６３，８００

一般会計

国民健康保険

介護保険

後期高齢者医療

簡易水道事業

下水道事業

令
和
８
年
度 

補
正
予
算

令
和
８
年
度 

補
正
予
算

条
例

改
正

の
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☆特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の
　一部改正
　片品村地域公共交通活性化協議会委員の報酬を新たに規定するため、
条例の一部改正をお願いするもの

☆片品村税条例の一部改正
　地方税法の一部が改正されたことにより、片品村税条例も一部改正
を行う必要性が生じたため、条例の一部改正をお願いするもの

☆片品村福祉医療費の支給に関する条例の一部改正
　福祉医療対象者の県外医療費自己負担を公費負担化し、在留カード
等におけるマイナ保険証との一体化による情報提供を可能にするため、
条例の一部改正をお願いするもの

☆片品村の美しい景観を守り育てる条例の一部改正
　景観法を含む都市再生特別措置法等の一部を改正する法律の一部が
改正されたことにより、本条例も一部改正を行う必要性が生じたため、
条例の一部改正をお願いするもの

★群馬県市町村公平委員会共同設置
　規約の変更に関する協議

群馬県市町村公平委員会を共同設置する
団体に伊勢崎市ほか3団体が加入するこ
とに伴い、共同設置規約を変更すること
についての協議

○契約の目的　　 村道鎌田太田向線
　　　　　　　　 小川橋　橋梁補修工事
○契約の方法　　 指名競争入札
○契 約 金 額　　 78,980,000円
○契約の相手方　 群馬県利根郡片品村大字
                        須賀川 7-1 番地
　　　　　　　　 角田建設工業　株式会社
　　　　　　　　 代表取締役　角田　恵子
○工　 　  期 　　契約の日から
　　　　　　　　 令和 9年 3月 31日まで

規約の変更

○取得する財産
(1) 土地
・所在地　　　片品村大字鎌田字下半瀬
　　　　　　　3893番地 1 外 1筆
・地積　　　　合計736.17 ㎡
・地目　　　   畑及び宅地
(2) 建物
・所在　　　　片品村大字鎌田字下半瀬
　　　　　　　3893番地 3
・延床面積　　113.03 ㎡
・用途　　　　家屋
○取得金額　　8,275,849円
○取得目的　　鎌田エリア再整備事業
　　　　　　　推進のため　

財産の取得 ★工事請負契約の締結について

締　　結

★字区域の変更

県営牛の平土地改良事業に伴い、地区内の
土地の区画・形状の整理が実施されたため、
字区域の変更をお願いするもの

字区域変更

条
例
の
一
部
改
正

規　約 字区域

締　結

財　産



7 一　般　質　問

村
政
を
問
う
！

一 

般 

質 

問

小柳  �紀一 議員

答　「
花
の
谷
構
想
」
の
考
え
方

は
、
現
在
の
観
光
振
興
や
地
域

づ
く
り
に
も
引
き
継
が
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
自
然
や

景
観
、
農
業
、
地
域
の
暮
ら
し

を
大
切
に
し
、
村
全
体
の
魅
力

を
高
め
る
と
い
う
理
念
が
、
形

を
変
え
な
が
ら
取
組
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
現
在
の
「
花
の
谷
づ
く
り
活

動
」
な
ど
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、

観
光
だ
け
で
な
く
、
村
民
の
地

域
へ
の
愛
着
や
住
み
や
す
い
地

域
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
こ
れ
ま
で
の

成
果
や
課
題
を
整
理
し
、
地
域

の
皆
様
と
協
力
し
な
が
ら
取
組

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
村
長
）

観
光
地
と
し
て
の
片
品
村
の

現
状
と
今
後
の
観
光
・
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て

 

　

 

（
１
）「
花
の
谷
構
想
」
で

掲
げ
ら
れ
て
い
た
考
え
方
や
取

り
組
み
の
中
で
、
現
在
も
引
き

継
が
れ
て
い
る
も
の
、
ま
た
は

観
光
振
興
や
地
域
づ
く
り
に
生

か
さ
れ
て
い
る
も
の
は
あ
る
の

か
お
伺
い
し
ま
す
。

　

当
村
で
は
、
以
前
「
花
の
谷

構
想
」
を
掲
げ
、
地
域
の
自
然

や
景
観
、
農
業
な
ど
を
生
か
し

な
が
ら
、
村
の
魅
力
を
高
め
、

観
光
や
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ

る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
た

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

片
品
村
に
お
け
る
農
地
の
現

状
と
今
後
の
保
全
・
活
用
に

つ
い
て

く
減
少
し
、
耕
作
放
棄
地
や
荒

廃
農
地
が
増
え
て
い
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
、
担
い
手
の
減
少
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

当
村
で
は
、
以
前
に
比
べ
て

耕
作
さ
れ
て
い
る
田
畑
が
大
き

問

 

　 

（
１
）
耕
作
さ
れ
て
い
な
い

農
地
や
荒
廃
農
地
の
維
持
・
再

利
用
に
向
け
、
村
で
は
ど
の
よ

う
な
対
策
や
支
援
を
行
っ
て
い

る
の
か
、
ま
た
、
以
前
と
比
較

し
て
、
農
地
の
利
用
状
況
の
変

化
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

問

 

　 

（
２
）
農
業
従
事
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
、
担
い
手
の

減
少
に
対
し
て
、
現
在
、
村
で

は
ど
の
よ
う
な
支
援
や
対
策
を

行
っ
て
い
る
の
か
、
お
伺
い
し

ま
す
。

問

答　
片
品
村
に
は
、
尾
瀬
、
武
尊

山
、
丸
沼
な
ど
の
観
光
資
源
に

加
え
、
自
然
、
農
業
、
景
観
、

食
、
文
化
、
地
域
の
暮
ら
し
な

ど
、
多
く
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
れ
ら
を
村
全
体

の
観
光
資
源
と
し
て
生
か
し
、

「
見
る
観
光
」
だ
け
で
な
く
、　

「
食
べ
る
・
体
験
す
る
・
歩
く

・
交
流
す
る
」
な
ど
、
片
品
村

で
過
ご
す
時
間
そ
の
も
の
に
価

値
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
観
光

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
振
興
を
地
域
経

済
の
活
性
化
だ
け
で
な
く
農
業
、

商
工
業
、
地
域
文
化
、
景
観
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
「
花
の
谷
構
想
」

な
ど
の
地
域
づ
く
り
の
理
念
も

大
切
に
し
な
が
ら
、
片
品
村
な

ら
で
は
の
観
光
・
地
域
づ
く
り

を
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

（
村
長
）

答　
２
０
２
５
年
の
農
林
業
セ
ン

サ
ス
で
は
、
農
業
従
事
者
は
２

３
３
人
で
、
　
歳
以
上
の
割
合

は
　
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
再
生
利
用
が
可
能
な
遊
休

農
地
は
約
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
村
で
は
、
地
域
計
画
や
農
地

中
間
管
理
機
構
を
活
用
し
、
農

地
の
利
用
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や
所
有

者
へ
の
意
向
確
認
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
各
種
交
付
金
や

補
助
制
度
を
活
用
し
、
農
地
の

維
持
・
再
生
と
有
効
活
用
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
村
長
）

答　
農
業
の
担
い
手
減
少
に
伴
い
、

耕
作
放
棄
地
面
積
の
増
加
、
異

常
気
象
や
鳥
獣
被
害
に
よ
る
、

耕
作
営
農
条
件
不
良
も
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、
国
・
県
の
補
助
制

度
を
活
用
し
、
新
規
就
農
者
へ

の
支
援
や
農
業
資
材
購
入
へ
の

補
助
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
担
い
手
の
確
保
と
新

た
な
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止

に
努
め
る
と
と
も
に
、
既
存
の

耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
も
再
生

可
能
性
を
見
極
め
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
農
地
の
保
全

・
活
用
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
村
長
）

　
　

（
２
）
尾
瀬
、
武
尊
山
、
丸

沼
な
ど
の
既
存
の
観
光
資
源
に

加
え
、
農
業
、
自
然
、
景
観
、

食
な
ど
、
村
全
体
の
魅
力
を
生

か
し
た
観
光
・
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま

す
が
、
村
の
考
え
を
お
伺
い
し

ま
す
。

問

○
今
後
の
観
光
・
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

○
農
地
の
現
状
と
保
全
・
活
用
に
つ
い
て

テーマ
57

65



　

質
問
に
先
立
ち
、
先
に
行
わ

れ
ま
し
た
、
第　

回
群
馬
県
ポ

ン
プ
操
法
競
技
会
に
於
い
て
出

場
さ
れ
ま
し
た
、
第
４
分
団
・

第
８
分
団
の
選
手
・
役
員
・
分

団
員
の
皆
様
、
大
変
ご
苦
労
様

で
し
た
。
皆
様
に
は
練
習
過
程

等
、
大
変
な
ご
苦
労
も
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
思
い
出
深
く

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
事

と
敬
意
を
表
し
、
私
の　

回
目

の
一
般
質
問
更
に
は
提
言
を
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

8一　般　質　問

村
政
を
問
う
！

一 

般 

質 

問

ス
ノ
ー
パ
ル
・
オ
グ
ナ
ほ
た
か

今
後
の
投
資
計
画
に
つ
い
て 星野  吉弥 議員

答　
ス
キ
ー
場
の
安
定
的
な
営
業

に
向
け
、
降
雪
状
況
に
左
右
さ

れ
ず
、
早
期
に
営
業
を
開
始
で

き
る
体
制
づ
く
り
が
重
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
度
実
施
し
た
水
脈
調
査

で
は
、
ス
キ
ー
場
内
に
複
数
の

水
源
候
補
が
確
認
さ
れ
、
別
途

調
査
し
た
水
源
に
つ
い
て
も
、

渇
水
期
に
一
定
量
の
余
水
が
見

込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

人
工
降
雪
機
や
造
雪
機
の
導
入

を
検
討
す
る
際
の
基
礎
資
料
と

し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
水
源
や
水
量
、
設

備
の
方
式
、
設
置
場
所
、
事
業

費
や
維
持
管
理
費
な
ど
を
比
較

す
る
と
と
も
に
、
ス
キ
ー
場
上

部
の
自
然
降
雪
を
活
用
し
た
早

期
営
業
な
ど
も
含
め
、
最
も
効

果
的
な
方
法
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
・
設
備
の
更
新

や
安
全
対
策
、
利
便
性
向
上
な

ど
も
含
め
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
優
先
順
位
を
見
極
め
、
ス

ノ
ー
パ
ル
・
オ
グ
ナ
ほ
た
か
の

安
定
的
な
営
業
に
つ
な
が
る
計

画
的
な
整
備
を
慎
重
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
村
長
）

答　
ス
ノ
ー
パ
ル
・
オ
グ
ナ
ほ
た

か
の
冬
季
従
業
員
数
は
、
令
和

６
年
度
、
令
和
７
年
度
と
も
に

　
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ス
キ
ー
場
の
運
営
に
は
、
リ

フ
ト
や
ゲ
レ
ン
デ
管
理
、
チ
ケ

ッ
ト
販
売
、
レ
ン
タ
ル
、
パ
ト

ロ
ー
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
に
多
く
の
従

業
員
が
携
わ
っ
て
お
り
、
安
全

で
円
滑
な
ス
キ
ー
場
運
営
を
支

え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
安
定
し
た
ス
キ
ー
場

運
営
を
行
う
た
め
、
施
設
・
設

備
へ
の
投
資
だ
け
で
な
く
、
人

材
の
確
保
も
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

（
村
長
）

 

　

 （
１
）
ス
ノ
ー
パ
ル
オ
グ
ナ

ス
キ
ー
場
も
昨
シ
ー
ズ
ン
幾
多

の
変
遷
を
経
て　

周
年
を
経
過

し
、
令
和
３
年
よ
り
片
品
村
振

興
公
社
が
事
業
運
営
を
行
っ
て

い
る
が
、
直
近
２
年
間
の
主
な

実
績
は
左
記
表
１
の
と
お
り
だ

が
令
和
６
年
、
７
年
冬
季
従
業

員
の
人
数
は
何
名
ぐ
ら
い
に
な

り
ま
す
か
。

問

　

 
 

（
２
）
人
工
降
雪
機
の
設

置
前
提
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

当
ス
キ
ー
場
管
内
で
昨
年
も

２
０
０
万
円
程
の
村
予
算
を

か
け
水
脈
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

花
咲
地
区
で
別
荘
分
譲
を
手
が

け
て
い
る
（
株
）
キ
ュ
ー
ブ
所

有
水
源
の
余
水
調
査
に
７
月　

日
、
総
務
観
光
常
任
委
員
会
・

む
ら
づ
く
り
観
光
課
・
振
興
公

社
等　

名
程
度
で
行
っ
た
と
こ

ろ
、　

ｔ
／
毎
時
、
６
０
４
ｔ
／

１
日
、
渇
水
期
の
時
期
で
も
４

２
０
ｔ
／
１
日
の
余
水
が
判
明

し
ま
し
た
。
先
方
（
株
）
キ
ュ

ー
ブ
様
も
快
く
利
用
を
望
ん
で

い
た
が
、
計
画
的
人
工
降
雪
機

設
置
導
入
を
含
め
村
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

　

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ス
キ
ー
場
を
営
業
す
る
こ

と
に
よ
り
、
冬
季
間
で
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
の
雇
用
、

そ
し
て
、
皆
さ
ん
の
経
済
が
回

り
大
変
喜
ば
し
い
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

次
の
質
問
で
す
が
過
去
の
議

会
広
報
や
記
憶
で
す
と
数
多
く

の
議
員
質
問
が
あ
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

問 星
野
吉
弥
議
員

　

私
、
個
人
の
考
え
で
す
が
、

ス
キ
ー
場
営
業
は
、
雪
が
な
け

れ
ば
始
ま
り
ま
せ
ん
。
投
資
の

優
先
順
位
は
、
水
の
確
保
が
出

来
た
な
ら
考
え
る
の
は
人
工
降

雪
の
検
討
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
雪
不
足
シ
ー
ズ
ン

営
業
実
績　

利
用
者
数
４
６ 

３

５
９
人
、
売
上
額
１
５
６ 

５
８

５
千
円
の
結
果
か
ら
も
ス
キ
ー

場
営
業
の
基
本
は
、
雪
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
で
議
論
し
て
も
、

結
果
の
進
展
に
は
限
度
が
あ
り

ま
す
し
今
後
、
振
興
公
社
・
日

本
ス
キ
ー
場
開
発
・
地
元
の
意

見
を
含
め
議
論
検
討
を
進
め
て

い
た
だ
き
、
来
年
事
業
の
主
要

事
業
と
な
る
こ
と
を
お
願
い
し

私
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

星
野
吉
弥
議
員

○
ス
ノ
ー
パ
ル
・
オ
グ
ナ
ほ
た
か
の

　

今
後
の
投
資
計
画
に
つ
い
て

テーマ

営業日数（日）

利用者数（人）

村への施設利用料（千円）

売上額（千円）

冬季臨時従業員

88

70,138

71,975

257,052

69

令和７年 令和６年

96

68,376

65,689

234,602

69

【表１】参 照

26

15

50

21

25 10

69

,
,
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の

　
片
品
村
で
は
、
地
域
の
人
手

不
足
や
労
働
力
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、「
尾
瀬

か
た
し
な
未
来
構
想
委
員
会
」

か
ら
の
提
案
を
受
け
、
有
志
の

事
業
者
に
よ
る
検
討
メ
ン
バ
ー

で
「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協

同
組
合
」
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
現
時
点
で
は
設
立
を
前
提
と

せ
ず
、
制
度
の
必
要
性
や
効
果
、

事
業
者
間
の
連
携
、
運
営
体
制

な
ど
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
る

段
階
で
す
。

　
今
後
、
必
要
性
が
認
め
ら
れ
、

地
域
の
合
意
形
成
が
図
ら
れ
た

場
合
に
は
、
国
の
支
援
制
度
も

活
用
し
な
が
ら
、
村
と
し
て
設

立
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
地
域
で
複
数
の
事

業
者
が
組
合
を
つ
く
り
、
組
合

が
職
員
を
通
年
雇
用
し
て
、
季

節
ご
と
の
人
手
不
足
に
応
じ
て

各
事
業
者
へ
派
遣
す
る
仕
組
み

で
す
。
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の

大
き
な
違
い
は
、
必
要
な
時
だ

け
短
期
間
働
い
て
も
ら
う
の
で

は
な
く
、
組
合
が
職
員
を
安
定

的
に
雇
用
し
、
年
間
を
通
じ
て

地
域
の
中
で
仕
事
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
す
。

　
国
と
自
治
体
に
よ
る
財
政
支

援
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問　
　
令
和
８
年
度
公
共
工
事
発

注
予
定
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
進
捗
状
況
と
電
子
入
札
の

方
向
性
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

問　
　
合
宿
支
援
事
業
１
次
募
集

の
申
込
件
数
及
び
当
選
件
数
詳

細
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
　
ぐ
ん
ま
尾
瀬
入
域
協
力
金

実
証
実
験
８
月
　
日
〜
　
日
の

有
人
収
受
結
果
報
告
を
伺
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
の
公
共
工
事
発

注
予
定
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
、
上
半
期
・
下
半

期
の
年
２
回
公
表
し
て
お
り
、

ま
た
、
入
札
結
果
に
つ
い
て
も
、

そ
の
都
度
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

　
電
子
入
札
に
つ
い
て
は
、
対

応
可
能
な
事
業
者
を
対
象
に
今

年
度
か
ら
導
入
を
始
め
て
お
り
、

今
後
も
電
子
入
札
の
活
用
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

答
（
総
務
課
長
）

　
全
体
の
申
込
状
況
で
す
が
、

申
込
件
数
は
１
８
６
件
で
、
申

請
さ
れ
た
補
助
金
の
総
額
は
約

１ 

３
２
０
万
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
事
業
の

補
助
金
に
つ
き
ま
し
て
は
予
算

額
の
上
限
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
超
え
る
申
請
が
あ
っ
た

た
め
、
や
む
な
く
抽
選
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
交
付
決
定
を
通

知
し
た
件
数
は
１
５
５
件
、
交

付
決
定
金
額
は
約
１ 

１
０
０
万

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

答
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
）

　
有
人
方
式
に
よ
る
実
証
実
験

は
、
８
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
、

鳩
待
峠
と
大
清
水
で
実
施
さ
れ
、

大
き
な
混
乱
や
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
終
了
し
ま
し
た
。

　
収
受
額
や
協
力
率
、
利
用
者

ア
ン
ケ
ー
ト
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
群
馬
県
が
集
計
・

答
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
）

答

協
議
事
項

問　
　
令
和
２
年
に
創
設
さ
れ
た

「
人
口
急
減
地
域
特
定
地
域
づ
く

り
推
進
法
」
で
、
群
馬
県
内
で

は
、
み
な
か
み
町
・
上
野
村
・

中
之
条
町
の
３
町
村
で
組
合
を

設
立
し
て
い
る
が
、
片
品
村
で

も
今
後
、
労
働
力
の
確
保
の
た

め
に
も
必
要
性
が
あ
る
の
で
は
。

　
ち
な
み
に
令
和
８
年
７
月
１

日
現
在
で
は
全
国
で
１
４
８
組

合
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
）

所
管
事
務
に
つ
い
て

　
　
特
定
地
域
づ
く
り

事
業
協
同
組
合
制
度
と
は

尾瀬かたしな未来構想委員会の様子
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整
理
中
で
、
結
果
は
後
日
公
表

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
現
時
点
で
は
、
利
用
者
や
関

係
者
か
ら
「
自
然
環
境
の
維
持

の
た
め
の
負
担
は
必
要
」「
木
道

整
備
な
ど
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」

な
ど
、
制
度
に
前
向
き
な
意
見

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
９
月
　
日
か
ら
　
日

ま
で
は
無
人
方
式
の
実
証
実
験

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
８
月
の

実
験
で
課
題
と
な
っ
た
周
知
不

足
を
踏
ま
え
、
事
前
の
広
報
・

周
知
を
強
化
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
今
後
も
、
尾
瀬
の
自
然
環
境

保
全
と
利
用
者
の
理
解
促
進
に

努
め
な
が
ら
、
実
証
実
験
の
検

証
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
　
鎌
田
エ
リ
ア
再
整
備
村
民

ア
ン
ケ
ー
ト
案
は
出
来
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
本
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
役
場
や

文
化
セ
ン
タ
ー
、
道
の
駅
尾
瀬

か
た
し
な
な
ど
が
集
ま
る
鎌
田

エ
リ
ア
の
将
来
的
な
整
備
・
活

用
や
、
道
の
駅
周
辺
と
の
連
携

を
含
め
た
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎

資
料
と
す
る
た
め
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
対
象
は
　
歳
以
上
の
村
民
か

ら
無
作
為
に
選
ん
だ
約
１
０
０

０
名
で
、
先
月
末
に
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
を
送
付
済
み
で
ご
ざ
い

ま
す
。
幅
広
い
年
代
・
性
別
の

方
々
か
ら
ご
回
答
を
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

　
鎌
田
エ
リ
ア
中
心
地
の
利
用

状
況
や
訪
問
頻
度
、
利
用
施
設

や
移
動
手
段
、
現
時
点
で
感
じ

て
い
る
不
便
や
改
善
要
望
な
ど
、

多
方
面
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
回
答
を
集
計
・
分
析

し
、
よ
り
良
い
計
画
づ
く
り
や

施
設
整
備
に
反
映
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
）

　
外
国
人
住
民
数
は
、
こ
こ
４

年
ほ
ど
４
月
１
日
現
在
で
約
１

０
０
人
前
後
と
、
概
ね
横
ば
い

で
推
移
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

令
和
元
年
の
　
人
と
比
べ
る
と
、

近
年
は
徐
々
に
増
加
し
て
い
ま

す
。

　
９
月
１
日
現
在
で
は
、
外
国

人
住
民
は
１
２
６
人 

、　

世
帯

と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
籍
別
で

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ミ
ャ
ン

マ
ー
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
出
身
者

が
多
く
、
子
ど
も
に
つ
い
て
は

主
に
０
歳
か
ら
２
歳
の
お
子
さ

ん
が
主
に
な
っ
て
お
り
、
５
歳

と
　
歳
の
お
子
さ
ん
も
い
ら
っ

答
（
住
民
課
長
）

し
ゃ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
季
節
雇
用
の
影
響
で
、

グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
や
冬
期
に

外
国
人
住
民
が
増
減
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
年

間
を
通
じ
て
約
１
０
０
人
程
度

が
比
較
的
長
期
間
、
片
品
村
に

在
留
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

問　
　
最
近
の
外
国
籍
の
方
の
人

数
・
国
籍
は
ど
の
く
ら
い
に
な

り
ま
す
か
。
子
ど
も
の
人
数
割

合
も
お
願
い
し
ま
す
。

問　
　
移
住
し
て
き
た
外
国
籍
の

方
に
対
し
て
、
村
で
は
ど
の
よ

う
な
対
応
を
し
て
い
ま
す
か
。

例
え
ば
、
村
で
の
暮
ら
し
方
や

生
活
に
関
す
る
案
内
書
類
を
渡

し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
税
金

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
扱
い

に
な
っ
て
い
る
の
か
な
ど
、
具

体
的
な
対
応
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

村民 暮らし 豊かの を に－

－委員が慎重に討議しました

尾瀬の大自然を歩く

空から見る鎌田エリア周辺

歯科検診の様子
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る
観
光
業
へ
の
支
援
と
交
流
人

口
の
拡
大
は
重
要
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

　
一
方
、
特
定
の
自
治
体
住
民

を
対
象
と
し
た
宿
泊
補
助
に
つ

い
て
は
、
他
の
連
携
自
治
体
と

の
公
平
性
や
、
今
後
新
た
に
連

携
す
る
自
治
体
と
の
取
り
扱
い

な
ど
、
平
等
性
の
観
点
か
ら
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　
さ
ら
に
既
存
の
支
援
制
度
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
観
光
業
だ
け
で
な

く
、
農
業
、
福
祉
、
教
育
な
ど

村
全
体
の
産
業
や
村
民
生
活
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
踏
ま
え
、
限
ら

れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
で
き

る
支
援
策
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。（

委
員
長
　
萩
原
　
和
典
）

　
宿
泊
事
業
者
を
は
じ
め
と
す

答
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
長
）

　
５
月
　
日
の
防
災
気
象
情
報

の
改
正
を
受
け
、
片
品
村
で
も

８
月
号
の
広
報
で
周
知
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
６
月
の
地
震
を
踏
ま

え
、
災
害
の
規
模
に
応
じ
た
警

戒
ま
た
は
、
対
策
本
部
の
設
置

基
準
や
、
通
信
が
使
え
な
い
場

合
の
職
員
参
集
体
制
を
見
直
し

ま
し
た
。
各
課
の
災
害
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
も
更
新
し
て
い
ま
す
。

　
地
区
防
災
計
画
や
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
見
直
し
も
進
め
、
住

民
へ
の
周
知
を
行
う
予
定
で
す
。

　
災
害
時
は
指
定
避
難
所
へ
の

避
難
だ
け
で
な
く
、
自
宅
で
の

安
全
確
保
や
親
族
・
知
人
宅
へ
の

避
難
な
ど
、
地
域
の
状
況
に
応

じ
た
安
全
な
行
動
が
重
要
で
す
。

　
今
後
は
、
避
難
所
や
避
難
経

路
、
防
災
用
品
な
ど
を
改
め
て

点
検
す
る
と
と
も
に
、
宿
泊
施

設
を
活
用
し
た
避
難
先
に
つ
い

て
も
協
議
を
進
め
、
平
常
時
か

ら
地
域
と
連
携
し
た
防
災
体
制

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答
（
総
務
課
長
）

問
　
　

個
人
宿
泊
者
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て
、
友
好
市
町
村
と

の
連
携
な
ど
も
含
め
、
検
討
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
　
　

最
近
、
日
本
の
災
害
が
非

常
に
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

線
状
降
水
帯
が
発
生
し
た
場
合
、

片
品
村
も
河
川
の
氾
濫
や
土
砂

崩
れ
等
、
起
こ
り
う
る
可
能
性

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
全
国
的

に
防
災
に
対
す
る
意
識
が
高
ま

っ
て
い
る
中
で
、
防
災
用
品
や

避
難
道
路
の
点
検
、
避
難
先
等
、

今
一
度
確
認
を
す
る
事
も
必
要

に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
の
で
す
が
、
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

　
言
葉
や
文
化
、
価
値
観
の
違

い
に
よ
る
対
応
の
難
し
さ
は
あ

る
も
の
の
、
現
時
点
で
大
き
な
問

題
は
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
役
場
内
の
各
所
属
長
や
社
会

福
祉
協
議
会
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
学
校
や
保
育
所
、
尾
瀬
ハ

イ
ツ
な
ど
で
外
国
人
住
民
と
の

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
確
認
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　
ご
み
出
し
な
ど
の
ル
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
説

明
す
る
こ
と
で
改
善
さ
れ
て
い

ま
す
。

答
（
総
務
課
長
）

問
　
　

村
民
と
外
国
籍
の
方
達
と

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

片品村防災マップ

教　育

あげおの森看板除幕式

福　祉 農　業

　
外
国
人
住
民
の
転
入
時
に
は
、

雇
用
主
や
派
遣
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

な
ど
と
連
携
し
、
各
種
手
続
き

や
税
・
年
金
、
国
保
、
子
育
て

な
ど
の
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
語
が
不
十
分
な
方
に
は
、

翻
訳
機
器
や
資
料
を
活
用
し
、

必
要
な
部
署
へ
つ
な
ぐ
な
ど
、

住
民
課
が
窓
口
と
な
っ
て
支
援

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
納
税
に
つ
い
て
も
本

人
や
事
業
者
に
丁
寧
に
説
明
し
、

転
出
時
の
未
納
確
認
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
関
係
課

や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
外
国

人
住
民
へ
の
支
援
と
適
正
な
行

政
手
続
き
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

答
（
住
民
課
長
）

29
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の

協
議
事
項

問　
　
令
和
７
年
度
決
算
で
、
新

し
く
ト
マ
ト
栽
培
を
始
め
る
青

年
就
農
者
支
援
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

①
経
営
発
展
支
援
事
業

　
認
定
農
業
者
１
戸
が
パ
イ
プ

　
ハ
ウ
ス
　
棟
を
建
設
す
る
た

　
め
の
総
事
業
費
の
内
、
約
　

　
％
が
国
と
県
か
ら
交
付
。

②
農
業
経
営
力
向
上
事
業

　
新
規
認
定
農
業
者
１
戸
が
農

　
業
用
機
材
を
購
入
す
る
費
用

　
支
援
と
し
て
、
総
事
業
費
の

　
内
、
県
か
ら
約
　
％
が
交
付

　
と
あ
り
、
残
り
は
事
業
主
負

　
担
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
新

　
規
認
定
農
業
者
は
同
じ
方
で

　
す
か
。

　
同
じ
方
で
す
。

　
ト
マ
ト
栽
培
を
新
し
く
始
め

る
農
家
は
、
大
き
な
初
期
投
資

が
必
要
と
な
り
、
国
・
県
か
ら

の
交
付
金
が
利
用
で
き
ま
す
。

答
（
農
林
建
設
課
長
）

予
算
に
つ
い
て

所
管
事
務
に
つ
い
て

問　
　
鳥
獣
害
予
防
対
策
と
し
て
、

農
家
の
出
荷
で
き
な
い
農
産
物

の
廃
棄
場
所
を
設
け
て
、
獣
に

荒
ら
さ
れ
な
い
措
置
を
講
じ
ら

れ
な
い
か
。

　
農
作
物
の
残
渣
は
鳥
獣
を
誘

引
す
る
要
因
と
な
る
た
め
、
生

産
者
に
よ
る
適
切
な
管
理
が
基

本
と
な
り
ま
す
。

　
村
で
は
現
在
、
集
中
廃
棄
場

所
の
設
置
は
検
討
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
補
助
事
業
を
活
用
し
た

受
入
れ
場
所
の
整
備
や
、
民
間

事
業
者
に
よ
る
回
収
・
運
搬
、

堆
肥
化
な
ど
、
残
渣
の
有
効
利

用
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
電
気
柵
へ
の
補
助
制

度
も
活
用
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
生
産
組
合
等
と
連
携
し
、

鳥
獣
被
害
の
防
止
と
残
渣
の
適

正
管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

答
（
農
林
建
設
課
長
）

　
鹿
肉
に
関
し
て
は
、
昨
年
の

出
荷
制
限
一
部
解
除
承
認
に
よ

っ
て
、
高
崎
市
の
箕
輪
フ
ー
ズ

か
ら
の
仕
入
れ
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　
片
品
村
に
お
い
て
も
、
み
ど

り
市
同
様
に
、
ジ
ビ
エ
促
進
事

業
補
助
金
を
無
駄
の
な
い
地
域

資
源
と
し
て
の
活
用
、
村
内
に

お
い
て
の
消
費
拡
大
を
目
的
と

し
て
、
村
内
の
購
入
施
設
に
対

し
て
補
助
金
交
付
を
令
和
８
年

度
か
ら
予
算
化
を
し
て
お
り
ま

す
。

　
補
助
金
交
付
要
綱
も
施
行
済

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ジ
ビ
エ
購
入

経
費
に
対
し
ま
し
て
、
５
万
円

を
上
限
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
申
請
実
績
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
は
観
光
協
会
等

と
連
携
し
、
制
度
の
周
知
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

答
（
農
林
建
設
課
長
）

問　
　
村
内
の
飲
食
店
に
ジ
ビ
エ

肉
購
入
の
補
助
を
行
い
、
ジ
ビ

エ
料
理
の
浸
透
を
図
る
こ
と
は

出
来
な
い
か
。

　（
み
ど
り
市
で
は
実
施
）

ジビエを味わう試食会にて

片品のおいしいトマト

電気柵の設置

44

12

40
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当
村
で
は
、
現
在
、
農
地
中

間
管
理
機
構
を
通
じ
て
２
３
６

筆
、
面
積
に
す
る
と
約
　
．
８

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
が
貸
し
借

り
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、

花
咲
・
牛
の
平
地
区
で
は
約
　

筆
、　 

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
村
全
体
の
農
地
面
積
６
２
１

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
対
し
、
農
地
中

間
管
理
機
構
を
利
用
し
て
い
る

農
地
は
　
．
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、

約
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
地
中
間
管
理
機
構
の
利
用

を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
従
来

か
ら
の
貸
し
借
り
の
慣
行
も
あ

り
、
利
用
が
進
ん
で
い
な
い
農

地
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
と
農
地
を
一

体
的
に
紹
介
す
る
「
農
地
付
き

空
き
家
バ
ン
ク
」
に
つ
い
て
も
、

む
ら
づ
く
り
観
光
課
や
農
業
委

員
会
と
連
携
し
、
制
度
の
活
用

方
法
を
含
め
、
今
後
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

答
（
農
林
建
設
課
長
）

問
　
　

農
地
の
貸
し
借
り
に
つ
い

て
、
現
在
、
農
地
バ
ン
ク
（
農

地
中
間
管
理
機
構
）
を
利
用
し

て
い
る
事
例
が
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
ま
す
が
、
村
内
の
他

の
地
域
で
も
、
ど
の
程
度
利
用

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
移
住
・
定
住
を
希
望

す
る
方
の
中
に
は
、
空
き
家
と

併
せ
て
農
地
を
探
し
て
い
る
方

も
い
る
と
思
い
ま
す
。
空
き
家

バ
ン
ク
と
農
地
バ
ン
ク
を
連
携

さ
せ
、
住
居
と
農
地
を
一
体
的

に
紹
介
・
手
続
き
で
き
る
仕
組

み
に
つ
い
て
検
討
で
き
な
い
か

伺
い
ま
す
。

（
委
員
長
　
狩
野
孝
夫
）

問
　
　

明
和
町
で
は
、
小
学
校
、

中
学
校
、
高
校
に
入
学
す
る
際

に
入
学
祝
い
金
を
支
給
す
る
こ

と
を
一
つ
の
目
玉
と
し
て
、
子

育
て
中
の
若
い
夫
婦
を
対
象
に

移
住
・
定
住
を
促
進
し
て
お
り
、

３
２
０
人
の
移
住
者
が
い
る
と

の
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
片
品
村
で
も
、
移
住
・
定
住

や
子
育
て
支
援
対
策
と
し
て
各

種
補
助
金
を
用
意
し
て
い
ま
す

が
、
新
た
な
支
援
策
と
し
て
入
学

祝
い
金
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

　
片
品
村
で
は
、
小
学
校
入
学

時
に
体
操
着
や
防
犯
ブ
ザ
ー
を

支
給
し
、
中
学
校
で
は
台
湾
訪

問
時
の
費
用
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

　
入
学
時
は
さ
ま
ざ
ま
な
費
用

が
重
な
る
た
め
、
保
護
者
の
経

済
的
な
負
担
軽
減
や
安
心
感
に

つ
な
が
る
支
援
に
つ
い
て
、
今

後
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

答
（
教
育
長
）

　
教
育
委
員
会
で
は
、Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
活
用
し
た
施
設
予
約
等
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
多
く
の
自
治
体
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
予
約
が

導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま

え
、
誰
も
が
公
平
に
使
え
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
、
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

答
（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

　
現
在
、
現
存
す
る
も
の
は
少

な
く
、
再
製
作
や
販
売
・
配
布

に
つ
い
て
は
、
制
作
に
関
わ
っ

た
児
童
一
人
ひ
と
り
の
著
作
権

が
あ
る
た
め
、
本
人
の
許
可
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
約
　
名
の
児
童
が
制
作
に
関

わ
っ
て
お
り
、
１
枚
の
絵
札
に

複
数
の
児
童
が
関
わ
っ
て
い
る

も
の
も
あ
る
た
め
、
権
利
関
係

の
整
理
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
学
校
内
で
の
教
育
目
的
の
利

用
に
は
著
作
権
上
の
例
外
が
あ

り
ま
す
が
、
再
製
作
や
学
校
外

へ
の
配
布
・
販
売
に
つ
い
て
は

慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
、

現
時
点
で
は
実
施
が
難
し
い
状

況
で
す
。

　「
尾
瀬
花
か
る
た
」
は
、
昭
和

　
年
に
片
品
北
小
学
校
の
独
立

　
周
年
事
業
と
し
て
、
授
業
の

一
環
で
児
童
が
制
作
し
た
も
の

で
す
。

答
（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

問
　
　

社
会
体
育
施
設
（
体
育
館

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
は
教
育
委
員

会
が
管
理
し
、
予
約
の
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
約

１
か
月
前
に
調
整
会
議
の
日
程

や
希
望
者
の
出
席
に
つ
い
て
防

災
無
線
等
で
周
知
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
か
ら
施
設
の
空
き
状

況
の
確
認
や
、
予
約
・
変
更
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
を
検

討
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
　
　

尾
瀬
か
る
た
の
有
効
活
用

に
つ
い
て

防犯ブザーと体操着
を支給

尾瀬花かるた

農地バンクパンフレット

89
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オ
グ
ナ
ほ
た
か
ス
キ
ー
場
は

村
営
ス
キ
ー
場
と
し
て
『
国
設

前
武
尊
ス
キ
ー
場
（
村
営
ス
キ

ー
場
発
足
時
名
称
）
』
と
し
て

誕
生
し
、
昨
シ
ー
ズ
ン
　
年
を

経
過
し
ま
し
た
。

　
現
在
は
片
品
村
振
興
公
社
が

事
業
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
ス
キ
ー
場
は
水
源
に
恵
ま

れ
ず
、
自
然
降
雪
に
依
存
し
た

営
業
で
オ
ー
プ
ン
も
不
安
定
な

営
業
状
況
で
あ
り
、
水
源
確
保

や
人
工
降
雪
機
の
設
置
が
切
望

さ
れ
て
い
る
現
状
で
す
。

　
当
委
員
会
は
７
月
　
日　（
火
）

に
当
地
域
で
別
荘
分
譲
を
手
が

け
る
、（
株
）
キ
ュ
ー
ブ
様
　所
有

水
源
の
余
水
調
査
を
（
株
）
キ
ュ

ー
ブ
様
案
内
に
よ
り
本
委
員
会

・
む
ら
づ
く
り
観
光
課
・
振
興

公
社
職
員
等
　
名
程
で
行
っ
た

と
こ
ろ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
建
物
よ

り
北
東
２
５
０
ｍ
ほ
ど
上
方
部

分
　
ｔ
／
毎
時
、
６
０
４
ｔ
／

１
日
、
渇
水
期
で
も
概
ね
４
２

０
ｔ
／
１
日
の
余
水
が
見
込
め

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
先

方
（
株
）
キ
ュ
ー
ブ
様
も
快
く
利

用
を
望
ん
で
い
ま
し
た
。

　
当
委
員
会
と
し
て
今
後
の
有

効
利
用
を
村
当
局
・
関
係
機
関

等
と
協
議
を
し
な
が
ら
、
何
が

ベ
ス
ト
か
示
せ
る
よ
う
検
討
を

進
め
常
任
委
員
会
水
源
余
水
調

査
活
動
報
告
と
し
ま
す
。

　
　
総
務
観
光
常
任
委
員

　
　
　
　
　
星
野
　
吉
弥

■
調
査
の
概
要

活動報告
オグナほたかスキー場

水源余水調査

ゆう けん しゃ

ようこそ 有 権 者
Welcome 有権者として思うこと

群馬県立尾瀬高等学校
　　　　　　　　３年 田邊 快斗 さん

　
僕
は
今
年
　
歳
に
な
っ

て
、
有
権
者
の
仲
間
入
り

を
す
る
。
有
権
者
と
は
選

挙
権
を
持
つ
人
、
つ
ま
り

大
人
の
仲
間
入
り
と
い
う

こ
と
だ
。

　
選
挙
権
を
得
て
も
選
挙

が
な
け
れ
ば
今
ま
で
と
変

わ
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
た
が
、
選
挙
権
を
得

る
と
い
う
こ
と
は
自
分
の

選
択
に
責
任
を
持
つ
と
い

う
こ
と
で
も
あ
る
と
も
思

っ
た
。
僕
は
今
ま
で
政
治

や
選
挙
な
ど
、
テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
に
全
く
興
味
が

な
か
っ
た
。
聞
い
て
い
て

も
難
し
い
こ
と
を
言
っ
て

い
る
の
で
理
解
し
よ
う
と

思
わ
な
か
っ
た
の
が
本
音

だ
。
で
も
今
は
こ
れ
で
は

い
け
な
い
と
思
い
始
め
て

い
る
。
現
在
の
社
会
の
こ

と
や
政
治
の
こ
と
を
き
ち

ん
と
学
ん
で
い
な
け
れ
ば
、

い
ざ
選
挙
が
あ
っ
た
時
に

自
分
の
意
思
で
投
票
で
き

な
い
か
ら
だ
。

　
僕
の
１
票
は
小
さ
な
１

票
で
し
か
な
い
け
れ
ど
、

自
分
の
意
志
で
判
断
し
て

投
票
し
よ
う
と
考
え
て
い

る
。
社
会
の
問
題
を
自
分

と
は
関
係
な
い
と
は
思
わ

ず
、
自
分
に
も
関
係
が
あ

る
と
考
え
て
判
断
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

投
票
し
た
ら
そ
れ
で
終
わ

り
で
は
な
く
、
自
分
の
１

票
が
ど
の
よ
う
な
結
果
に

な
っ
た
の
か
き
ち
ん
と
見

守
る
と
と
も
に
、
社
会
が

ど
う
変
わ
っ
た
の
か
見
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
無
関
心
を
や
め

て
社
会
の
こ
と
や
政
治
の

こ
と
に
関
心
を
持
ち
続
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
僕
は
こ
れ
か
ら
有
権
者

と
し
て
政
治
や
選
挙
に
背

を
向
け
ず
に
生
活
し
て
い

き
た
い
と
強
く
思
っ
て
い

る
。
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♦
耕
作
放
棄
地
を
ソ
バ
畑
に
♦

 

〜
農
地
を
守
り
、
地
域
の
未
来
へ
つ
な
ぐ
〜 

視聴方法

12 月議会を傍聴しませんか！

○傍聴のお知らせ

次回定例会は、12月  4 日（金）の予定です。
 一般質問は、開会初日です。一般質問
の質疑応答は片品村公式ホームページ
（HP）の議会録画中継にて動画を閲覧
できます。

○議会録画中継について
 　年４回の定例議会開会日の模様を動画（録画）配信して
いますので、是非ご覧ください。

 ☆スマートフォンでもご覧いただけます。
　ＱＲコードを読み込んでください。

①片品村ホームページトップ画面右側のバナー
「片品村議会　会議中継」をクリック ☆携帯電話でもご覧いただけます。

②「会議名でさがす」「議員名でさがす」
  どちらかをクリック尾瀬の郷片品村

片品村議会　会議中継

片品村観光情報片品村について
会議名でさがす 議員名でさがす

どちらかをクリック！

片品村ホームページ

片品村ホームページ

話
の

た
ね

　
農
業
を
始
め
て
　
年
。
現
在
は

妻
と
息
子
を
中
心
に
、
パ
ー
ト
の

方
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

雨
よ
け
ト
マ
ト
を
　
ア
ー
ル
、
と

う
も
ろ
こ
し
と
大
白
大
豆
を
そ
れ

ぞ
れ
　
ア
ー
ル
、
ソ
バ
を
３
・
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
ソ
バ
栽
培
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
、
耕
作
放
棄
地
を
減
ら
し
、
農

地
を
荒
ら
さ
ず
に
守
り
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
で
し
た
。
ト
マ
ト
栽

培
を
本
業
と
し
て
い
る
た
め
、
ほ

か
の
作
物
に
多
く
の
時
間
を
か
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

比
較
的
手
間
が
か
か
ら
ず
、
雑
草

に
も
強
い
ソ
バ
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
ま
し
た
。
以
前
は
大
根
や
レ

タ
ス
を
作
っ
て
い
た
耕
作
放
棄
地

を
　
ア
ー
ル
借
り
て
整
備
し
、
利

根
町
の
知
り
合
い
に
教
え
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
県
や
村
の
補
助
事

業
を
活
用
し
、
５
年
前
か
ら
本
格

的
に
ソ
バ
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　
ソ
バ
は
、
種
を
ま
い
た
後
の
管

理
に
あ
ま
り
手
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

農
地
を
荒
ら
さ
な
い
た
め
の
対
策

と
し
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
栽
培
に
は
苦
労
も
あ
り
ま

す
。
特
に
大
変
な
の
が
「
石
抜
き
」

で
す
。
人
力
で
行
う
作
業
が
多
く
、

特
殊
な
機
械
を
使
用
す
る
た
め
他

村
へ
機
械
を
借
り
に
行
き
、
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
い

農
地
を
維
持
す
る
に
は
大
型
機
械

が
必
要
で
す
が
、
機
械
の
老
朽
化

や
買
い
替
え
に
か
か
る
費
用
も
大

き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
、
ソ
バ
を
栽
培
し
て

よ
か
っ
た
と
感
じ
る
瞬
間
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
お
客
さ
ん
か
ら

「
い
い
ソ
バ
だ
ね
」
と
言
っ
て
も
ら

え
た
と
き
で
す
。
自
分
た
ち
が
手

を
か
け
て
守
っ
て
き
た
農
地
で
育

て
た
ソ
バ
を
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ

と
が
、
大
き
な
励
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
耕
作
放
棄
地
は
、
雑
草
だ
け
で

な
く
、
害
虫
や
鳥
獣
害
の
発
生
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
一
度
農
地
を

再
生
し
て
も
、
そ
の
状
態
を
維
持

す
る
に
は
継
続
的
な
労
力
と
費
用

が
必
要
で
す
。
農
家
だ
け
の
努
力

で
は
限
界
が
あ
り
、
県
や
村
か
ら

の
支
援
も
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
が
進
む
中
、
農
家
が
「
や
っ
て

み
よ
う
」
と
思
え
る
よ
う
な
支
援

や
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
耕
作
放
棄
地
を
整

備
し
な
が
ら
、
ソ
バ
栽
培
を
通
じ

て
農
地
を
守
り
、
地
元
で
作
っ
た

ソ
バ
を
地
元
で
味
わ
っ
て
も
ら
う

な
ど
、
地
域
の
食
や
農
業
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

耕作放棄地を再生し、ソバ栽培へ

もうすぐ収穫を迎える秋ソバ雑草が生い茂る耕作放棄地（ソバ栽培を検討中）

片品村認定農業者協議会会長
細工屋農地保全推進委員会代表

入澤 与志男 さん（越本）

耕
作
放
棄
地

4270

10

50 を
再
利
用
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議 会 活 動 日 誌

７
　
　
　
　
月

3 日

 〃  

4 日

5 日

8日

9日

 〃  

11 日

 〃  

 〃  

12 日

15 日

24 日

28 日

 〃  

30 日

2日

 〃 

4 日

5日

9日

15 日

17 日

19 日

 〃 

片品村敬老会

議員会

第 29回昭和の秋まつり

国道 120 号金精道路通年通行促進

期成同盟会通常総会

商工会　親睦ゴルフ大会

第３回尾瀬かたしなまつり

第３回実行委員会・反省会

片品村消防団秋季点検

１０月定例利根郡議長会

広域圏１０月定例議員協議会

16日

〃  

〃  

17 日

〃  

20 日

21 日

26 日

28 日

29 日

〃  

〃  

〃  

〃  

30 日

〃  

利根沼田地方総合開発協会理事会・

代表幹事合同会議

7月定例利根郡議長会

7月広域圏議員協議会

令和８年度本会一般会計決算監査

群馬県議会議長会役員懇談会

片品村バイオマス発電所竣工式

総務観光常任委員会現地視察

第４５回川場まつり

国道 401 号改良整備促進期成同盟会総会

利根沼田暴力追放推進協議会定期総会

広域圏 7月議会定例会

利根沼田学校組合議員協議会

利根郡町村会自治功労者表彰

利根郡市町村長･町村議会議長情報交換

利根沼田市町村議会議員親善ゴルフ大会

非核平和行進（副議長出席）

3日

〃  

6 日

〃  

〃  

〃  

7 日

12 日

14 日

18 日

19 日

〃  

〃  

〃  

20 日

沼田まつりオープニングセレモニー

沼田まつり歓迎交流会

むらづくり観光課長と打ち合わせ

上下水道運営協議会

国民健康保険運営協議会

介護保険運営協議会

第 76回利根川治水同盟治水大会

第 3回尾瀬かたしなまつり

第 2回実行委員会

越本盆踊り大会

利根沼田地区防犯協会定期総会

第 26回群馬県消防ポンプ操法競技会

出場分団激励式

広域圏臨時議員協議会

8月定例利根郡議長会

利根沼田学校組合議会定例会

利根地方総合開発協会県知事要望活動

議会定例会開会開会

全員協議会（決算・予算説明会）

全員協議会（予算説明会）

尾瀬かたしなまつり　

知的障害者福祉月間記念行事

産業民教常任委員会

総務観光常任委員会

議会運営委員会

議会定例会閉会

議員会

沼田花火大会

シラネアオイを守る会（種子採取）

議会広報研修会

小口資金融資斡旋審査委員会

檜枝岐村議会との交流会

片品村クマ出没対応訓練

議 会 活 動 日 誌

  

９
　
　
　
　
　
月

 

８
　
　
　
　
月

22 日

〃  

25 日

〃  

28 日

30 日

31 日

〃  

第 26 回群馬県消防協会

消防ポンプ操法競技会

あげおの森　除幕式

議会運営委員会

全員協議会

2026 群馬県未来構想フォーラム

自民党群馬県連政経セミナー

小口資金融資斡旋審査委員会

尾瀬かたしな秋の収穫祭実行委員会

 

８
　
　
　
月

編  

集  

後  

記

編
集
委
員
長

萩
原  

正
信

　
今
年
の
夏
は
、
昨
年
に
も
ま
し
て
暑

い
夏
と
な
り
、
ま
た
、
線
状
降
水
帯
な

ど
に
よ
る
多
く
の
豪
雨
災
害
が
発
生
し

て
、
各
地
に
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。
幸
い
に
し
て
本
村
で
は
、
大
き
な

被
害
が
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
い

つ
こ
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
村
全
体
で
災
害
に
備
え
、

い
つ
で
も
対
処
で
き
る
よ
う
片
品
村
地

区
防
災
計
画
を
地
区
毎
に
再
確
認
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
し
て
は
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
増
加
が
大
気
の
温
度
を

上
げ
て
い
る
と
し
て
い
ま
す
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
す
こ
と
、
省
エ

ネ
を
広
げ
る
こ
と
、
移
動
や
ゴ
ミ
の
出

し
方
を
変
え
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
少
し

で
も
温
室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
せ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
村
民
の
皆
様
に
も
で
き
る
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
減
少
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

議会広報編集特別委員会

委員長

副委員長

委  員

委  員

委  員

委  員

萩原　正信

星野　栄二

飯塚　美明

髙山　悦夫

後藤　眞平

北澤　佳子

発
行
　
片
品
村
議
会
　  

責
任
者
　
髙
山
　
悦
夫
　  

編
集
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
　 

印
刷
所
　
笠
原
印
刷

議 の 様 子動活会

議会と区長との懇談会 議会広報研修会 檜枝岐村議会との交流事業

月
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